
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信 

６月号 

No.３ 

６月１日 

校長 

宮脇 教子 

2026 嘉麻市立稲築西義務教育学校 

一致団結！感動旋風！第４回体育会 
 心配された雨雲はどこへやら、生徒の気迫で熱い・暑

い体育会となりました。朝早くから応援に駆けつけてい

ただいた保護者の皆様、地域の皆様、ありがとうござい

ました。 

 開会式の挨拶で、「ぜひ、勝つことにこだわってほし

い」と伝えていました。勝つことだけがいいと言ってい

るわけではありません。みんなで「勝利」という同じ目

標に向かって一人一人が精一杯の力を出し切ることでこ

そ得られる一体感や充実感を味わってほしいと願っての

ことでした。 

 実際の競技では、精一杯の楽しさを満喫する姿がたく

さんありました。 

 ・一人一人、持てる全力で走る姿 

 ・競技の名の通り、限界にチャレンジし耐える姿 

 ・引っかかっても、引っかかっても、息を合わせるこ

とをやめない大縄跳びの姿 

 ・演舞では、独自のパフォーマンスがあり、工夫に工

夫を重ねてきたことがわかる姿 

 一生懸命な姿に大きな感動をもらいました。本当に素晴

らしかった。ありがとう！！ 

 今回感じた快い気持ち、はつらつとした所作は、きっと

今後の糧になり活きて働く力となるはずです。 

 皆様の温かい声援のおかげ 

で生徒たち一人一人が持てる 

力を発揮できました。今後と 

も、地域の宝として子供たち 

を一緒に育んでいただきます 

ようお願いいたします。 

「整える」「調える」時期 
 後期は、熱中した体育会が終わり、次のステージに移

行します。前期は、家庭訪問も終わりプール学習が始ま

るなどあわただしさも出てきます。６月の蒸し暑さも加

わり、体調も不安定になりがちです。そのような時期、

やるべきことに集中して取り組む姿勢を強化しましょ

う。 

 そこで、体に刻んでほしいのが「ととのえる」という

ことです。「ととのえる」は、漢字で「整える」と「調

える」があります。「整える」は、乱れたところがない

ように片づけること、きれいにすることです。一方「調

える」は、ほどよい加減、望ましい状態にするという意

味合いをもちます。 

 一人一人が「ととのえる」ことを意識して生活し、落

ち着いた気持ちや安心感の中で、持てる良さを発揮でき

るよう努めましょう。 

 穏やかな日常は、一人一人の「自律」によって成り立

ちます。 

 

 

 



 


